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その1このメモ

語碁 共埃・作詩メモ

二
月
に
な
っ
て
や
っ
と
花

を
見
た
。

水
年

は
え
棒

が
な
か
な
か
開
花

せ
ず
１

・
２
月

の
寒
気
が
影
響
か

結 ● ネ 句 起  ●
詩

題オ

呑

復

郁

満

茅

身

○ れ

台

双

枝

挿

瓶

泉
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′博`

院

梅

花

冒

雪

張
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寅
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=

月

季

4ト

常

O

0 0 O れ
え

梅
イ也

鰺 0 O

● ○ ○

0 0

0 O ● ○

陽

韻
◎ 覇 0

競|み 下 し え

芳ヨ
杏'
質
都
く

茅雪

屏写
に
満
み
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約1;

台せ

の

力じ

枝l

瓶

^歿
り

,´

=‐

挿
き

せ

ιゴ

1

4:ヽ i

院I

の

梅県
イも
雪警

な

旨忠

り
て
|えく

り
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寅ガ
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月:

季=

常:
,こ
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神
奈
川
県
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詩
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盟
九
詩
期
会

【
詩
箋
】

作
諾

ロ

千
仄
式

今
衆

四
年
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月

子
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式

名

前

諾
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暢
義
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◎

へ

い
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認
=三

.典を 作詩メモ

思

い
奮
す
詩

に
な
っ
た
、

ど
う
せ
な
ら
、

と
美
人
に
し
た
。

寒

韻

に
〈
口
わ

せ

る

た

め
著

し

の

れ

に
“
．壇

な
ム

し
、　
せ

ぐ

な

っ
た

人

を

こ
の
匂
を
新
聞
で
見

て
、

「
春
光
遍
照
猶
風
寒
」

と
発
め
た
。

な

光

の
え

け

れ

ど

も
風
寒

じ
／

高

浜
虚

子

〇
オ
貌
　
オ

と
か
た
引
ヨ

０
瓢
蕩

　
ス

に
吹
か
れ
て
、

空
ヤ

で
ふ
ら
ふ
ら
と
ゆ
れ
動
く
。
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瓶
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穆
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へ

い
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の
ば

い
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寒

韻
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「4

貌
の

実
人

何
れ
の

処
′́
|‐

か

看
′
′υ

き

ぼ

び
し
ん

春
平
/u

逍
く
沼

れ
ど

も

風
猶
か
な

り

し

,,

ん

あ

ね

て

う・

=な
お
ひ
や
や

吐

呑
瓢

蕩
し
て

曽
歓
を
憶
,

瓶
泉
の

梅
花

仏
壇
〕́
V―

供
す
れ
}ゴ

瓶
す
イス|

の

梅
花

リ

|タ

か

神
奈
川
県
漢
詩
豊
盟
九
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
北
〓

絶
句

）

その力Lの メモ

あ

の

贅

く

て
、

美
し
か
っ
た
人
に
は
、

も
う
会
え
な

い
の
だ
。

春

の
光
が
広
く
照
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
が
、
風
は
ま
た
か
た

い
、

番

う

が
凛
ら

て
、

工
曰
の
楽

し

か

っ
た

こ
と
を
恙

い
出

し
た
。

梅

の
花
瓶
を
仏
壇

に
供
え
た
。
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